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２
０
０
６
年
７
月
に
「
電
気
・
電
子
機
器
に
含
ま
れ
る
特
定
有
害
物
質
の
使
用
制

限
に
関
す
る
欧
州
議
会
お
よ
び
理
事
会
指
令

Ｒ
ｏ
Ｈ
Ｓ
指
令

」
が
施
行
さ
れ
て

早
く
も
６
年
半
が
経
過
し
た
。
日
本
で
は
１
９
９
５
年
ご
ろ
か
ら
、
大
学
、
家
電
、

半
導
体
、
部
品
の
各
メ
ー
カ
ー
が
新
合
金
の
開
発
、
実
装
条
件
の
構
築
な
ど
に
取
り

組
ん
で
き
た
。
そ
の
集
大
成
と
し
て
、
Ｓ
ｎ

ス
ズ

―
３
・
０
Ａ
ｇ

銀

―
０

・
５
Ｃ
ｕ

銅

が
推
奨
さ
れ
、
多
く
の
製
品
の
鉛
フ
リ
ー
化
が
ス
ム
ー
ズ
に
移
行

で
き
た
。
し
か
し
、
い
く
つ
か
の
課
題
を
残
し
て
き
て
お
り
、
解
決
へ
向
け
た
取
り

組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。

ク
リ
ア
す
べ
き
３
課
題
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
・
組
成
・
特
許

図２　ＱＦＰの引っ張り強度

図１　銀の価格変動

第
二
世
代
の
最
適
合
金
温
度
条
件
や
工
法
も
検
討
を
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現
在
の
鉛
フ
リ
ー
ハ
ン
ダ

に
は
三
つ
の
課
題
が
あ
る
。

そ
の
一
つ
目
は
コ
ス
ト
で
あ

る
。
従
来
の
Ｓ
ｎ
―
Ｐ
ｂ

鉛

系
ハ
ン
ダ
の
原
料
は

安
価
な
金
属
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、
Ｓ
ｎ
―
３
・
０
Ａ
ｇ

―
０
・
５
Ｃ
ｕ
に
含
有
さ
れ

る
銀
は
貴
金
属
に
属
し
て
お

り
、
高
価
で
あ
る
。
例
え

ば
、
１
本
５
０
０

の
棒
ハ

ン
ダ
に
は
わ
ず
か
３
％
し
か

銀
を
含
有
し
て
い
な
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
コ
ス
ト
の
約

半
分
を
銀
が
占
め
て
し
ま
っ

て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
高
価
な
合
金

を
数
百

単
位
で
使
用
す

る
フ
ロ
ー
実
装
用
の
ハ
ン
ダ

槽
で
は
「
ド
ロ
ス

ハ
ン
ダ

槽
の
表
面
に
浮
く
、
ハ
ン
ダ

の
酸
化
物

」
が
発
生
す

る
。
そ
の
一
部
は
回
収
後
、

再
利
用
さ
れ
る
も
の
の
、
酸

化
物
の
多
く
は
廃
棄
処
分
さ

れ
て
し
ま
う
。
さ
ら
に
、
相

場
に
よ
っ
て
、
銀
地
金
の
価

格
が
乱
高
下
し
、
ハ
ン
ダ
の

市
場
価
格
に
大
き
な
影
響
を

与
え
て
い
る

図
１

。

　
二
つ
目
は
Ｓ
ｎ
―
３
・
０

Ａ
ｇ
―
０
・
５
Ｃ
ｕ
が
非
共

晶
合
金
で
あ
る
と
い
う
こ
と

だ
。
非
共
晶
合
金
は
合
金
の

溶
解
す
る
温
度
と
凝
固
す
る

温
度
が
同
一
温
度
で
は
な
い

合
金
。
溶
融
状
態
の
合
金
を

冷
却
す
る
と
、
最
初
に
凝
固

す
る
合
金
組
成
と
最
後
に
凝

固
す
る
合
金
組
成
が
異
な
っ

て
し
ま
う
。
凝
固
す
る
の
に

時
間
が
か
か
る

徐
冷

場

合
、
「
デ
ン
ド
ラ
イ
ト

樹

枝
状
に
成
長
し
た
結
晶

」

「
引
け
巣

デ
ン
ド
ラ
イ
ト

の
境
目

」
「
リ
フ
ト
・
オ

フ

フ
ロ
ー
実
装
し
た
際
に

ス
ル
ー
ホ
ー
ル
の
フ
ィ
レ
ッ

ト
部
で
発
生
す
る
剥
離
現

は
く
り

象

」
と
い
っ
た
凝
固
欠
陥

を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
知
ら

れ
て
お
り
、
鉛
フ
リ
ー
ハ
ン

ダ
を
利
用
し
た
実
装
条
件
の

構
築
を
難
し
く
し
て
い
る
一

因
に
な
っ
て
い
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
Ｓ
ｎ
―
３
・

０
Ａ
ｇ
―
０
・
５
Ｃ
ｕ
合
金

特
有
の
「
銅
食
わ
れ

ハ
ン

ダ
の
中
に
基
板
中
の
銅
が
融

解
し
て
し
ま
う
現
象

」

「
ハ
ン
ダ
槽
の
浸
食

フ
ロ

ー
ハ
ン
ダ
付
け
で
使
う
ハ
ン

ダ
槽
が
鉛
フ
リ
ー
ハ
ン
ダ
に

よ
っ
て
浸
食
さ
れ
て
し
ま
う

現
象

」
な
ど
の
不
具
合
が

発
生
す
る
こ
と
も
知
ら
れ
て

い
る
。

　
三
つ
目
は
特
許
問
題
で
あ

る
。
ハ
ン
ダ
メ
ー
カ
ー
が
こ

の
組
成
の
鉛
フ
リ
ー
ハ
ン
ダ

合
金
を
製
造
・
販
売
す
る
際

に
は
特
許
料
を
支
払
う
義
務

が
発
生
し
た
た
め
、
競
争
力

の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
生
じ
て

し
ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
第
二
世
代
の
鉛
フ
リ
ー
ハ

ン
ダ
合
金
の
候
補
と
し
て
二

元
系
共
晶
合
金
を
考
察
す

る
。
コ
ス
ト
と
融
点
を
優
先

的
に
考
え
て
挙
げ
ら
れ
る
の

が
Ｓ
ｎ
―

Ｂ
ｉ

ビ
ス
マ

ス

系

融
点

１
３
８
度

Ｃ

。
し
か
し
、
こ
の
合
金

は
硬
く
て
脆
い
た
め
、
線
材

に
は
加
工
し
に
く
い
。
ま

た
、
膨
張
、
収
縮
の
繰
り
返

し
応
力
が
集
中
す
る
ハ
ン
ダ

接
合
部
で
ク
ラ
ッ
ク
を
発
生

し
や
す
い
た
め
、
鉛
フ
リ
ー

ハ
ン
ダ
と
し
て
は
設
置
さ
れ

た
製
品
の
周
囲
温
度
が
十
分

に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い

る
環
境
に
限
っ
て
使
用
さ
れ

て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

　
次
に
Ｓ
ｎ
―
Ｚ
ｎ

亜

鉛

系

融
点

１
９
９
度

Ｃ

は
融
点
が
Ｓ
ｎ
―
Ｐ
ｂ

系
に
近
く
、
従
来
の
実
装
工

法
を
そ
の
ま
ま
使
う
こ
と
が

で
き
る
が
、
ハ
ン
ダ
接
合
部

の
長
期
信
頼
性
が
低
く
、
汎

用
的
な
鉛
フ
リ
ー
ハ
ン
ダ
合

金
と
し
て
使
用
す
る
に
は
さ

ら
な
る
研
究
開
発
が
必
要
と

さ
れ
て
い
る
。

　
Ｓ
ｎ
―
０
・
７
Ｃ
ｕ
系

融
点

２
２
７
度
Ｃ

系

も
材
料
コ
ス
ト
は
安
価
な
共

晶
合
金
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
の
合
金
の
課
題
は
融
点
と

ぬ
れ
性
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

第
三
、
第
四
の
元
素
を
添
加

し
て
特
性
の
改
善
を
目
指
し

て
い
る
。
例
え
ば
、
Ｐ

リ

ン

は
ド
ロ
ス
発
生
量
の
低

減
、
Ｃ
ｏ

コ
バ
ル
ト

は

耐
ク
リ
ー
プ
性
の
向
上
、
銅

食
わ
れ
を
改
善
、
Ｎ
ｉ

ニ

ッ
ケ
ル

は
銅
食
わ
れ
の
抑

制
、
Ｂ
ｉ
は
ぬ
れ
性
改
善
と

低
融
点
化
、
Ａ
ｇ
は
耐
疲
労

特
性
と
低
融
点
化
の
効
果
が

あ
る
と
さ
れ
る
。

　
今
後
、
こ
れ
ら
を
中
心
に

ユ
ー
ザ
ー
側
が
自
社
の
実
装

基
板
、
市
場
実
態
を
考
慮
し

つ
つ
最
適
な
合
金
を
検
討
し

選
択
す
る
こ
と
に
な
る
も
の

と
思
わ
れ
る
。し
た
が
っ
て
、

低
銀
化
の
た
め
の
合
金
組
成

を
規
格
化
、
標
準
化
す
る
こ

と
は
ナ
ン
セ
ン
ス
で
あ
る
。

　
一
方
、
ハ
ン
ダ
接
合
全
体

の
品
質
・
信
頼
性
に
つ
い
て

は
合
金
組
成
と
同
時
に
実
装

条
件
の
影
響
を
受
け
や
す

い
。
例
え
ば
、
我
々
が
実
施

し
た
実
験
、
Ｓ
ｎ
―
３
・
５

Ａ
ｇ
、
Ｓ
ｎ
―
３
・
０
Ａ
ｇ

―
０
・
５
Ｃ
ｕ
、
Ｓ
ｎ
―
０

・
７
Ｃ
ｕ
の
三
つ
の
合
金
で

実
装
し
た
Ｑ
Ｆ
Ｐ

ク
ア
ッ

ド
・
フ
ラ
ッ
ト
・
パ
ッ
ク

Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ

方
法

の
温
度
サ
イ
ク
ル
試

験

度
―
１
２
５
度

Ｃ
、
各

分
を
１
０
０
０
サ

イ
ク
ル

で
は
温
度
プ
ロ
フ

ァ
イ
ル
を
十
分
に
考
慮
す
れ

ば
、
接
合
強
度
に
は
大
き
な

差
は
な
い
と
の
デ
ー
タ
も
あ

る

図
２

。

　
第
二
世
代
の
鉛
フ
リ
ー
ハ

ン
ダ
合
金
の
選
択
に
あ
た
っ

て
は
合
金
組
成
を
決
定
す
る

と
同
時
に
、
活
性
剤
を
有
効

に
生
か
す
た
め
の
フ
ラ
ッ
ク

ス
実
装
温
度
条
件
の
構
築
、

基
板
設
計
な
ど
の
実
装
工
法

を
再
検
討
す
る
こ
と
こ
そ

が
、
実
装
基
板
の
品
質
・
信

頼
性
を
高
め
る
キ
ー
ワ
ー
ド

で
あ
る
。
第
一
世
代
の
鉛
フ

リ
ー
化
の
標
準
化
に
伴
う
混

乱
を
第
二
世
代
に
も
持
ち
込

ん
で
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。


